
ヘルスサイエンス領域による
シナジー創出

2020年3⽉
キリンホールディングス株式会社
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基礎研究 応⽤研究 商品開発 製造 販売
チャネル

ヘルスサイエンス領域における強固なバリューチェーンの構築

機能性評価
マスキング技術

飲料開発
パッケージング

通販
B to B

創薬シーズ

⾼機能素材の探索

⽣産技術・⽣産管理

低コスト
発酵⽣産技術

⾷〜医に関するシーズ

医薬品のため対象外

マーケティング⼒
製剤技術 ブランド・卸流通

オンライン・店舗

各社が保有する業界トップクラスの強みを組み合わせ、強固なバリューチェーンを構築。



ファンケルとのシナジー
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基礎研究 応⽤研究 商品開発 製造 販売
チャネル

ファンケルシナジー︓バリューチェーンの補完関係

機能性評価
マスキング技術

飲料開発
パッケージング

通販
B to B

創薬シーズ

⾼機能素材の探索

⽣産技術・⽣産管理

低コスト
発酵⽣産技術

⾷〜医に関するシーズ

医薬品のため対象外

マーケティング⼒
製剤技術 ブランド・卸流通

オンライン・店舗

① 商品開発

① 商品開発

① 商品開発

②③ チャネルインフラ効率化

①商品開発 ②チャネル・インフラ ③機能効率化 において短期・中期で創出。
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ファンケルとの資本提携シナジー効果
ファンケルとのシナジーは、2024年までに約55〜70億円の事業利益効果を創出。

■ 商品開発シナジー +25〜30億

+5〜10億

2024年

■ チャネルシナジー

キリンホールディングスのみに寄与する事業利益額

+55〜
70億円

+30〜
40億円

+25〜30億■ 機能効率化シナジー



© Kirin Holdings Company, Limited 6

3つのシナジーカテゴリーと具体的な取組み

①商品開発
両社の素材・技術を活⽤

2024年事業利益
（キリンホールディングス側のみ）2020年開始 2021年以降

②チャネル活⽤
販売促進協⼒
両社チャネルを活⽤

ブランド・素材を活⽤し、
顧客ニーズにあわせて、
⾷・飲料分野で展開

共同研究を通じて、
サプリメントをFANCL、
キリングループチャネル等で展開

③機能効率化
（コスト効率化）

マーケ・⼯場などの効率化

ファンケル製品を
協和発酵バイオ通販で
展開 ファンケルチャネルで

キリングループ製品（⾷領域）
の展開

通販機能の相互活⽤（協和発酵バイオ）
（ファンケルとの通販相互活⽤によるマーケティング費効率化など）

その他⼯場／R&D施設などの効率化

キリンのサプリメントを
ファンケル通販・越境ECで
展開

+25〜30億

+5〜10億

+25〜30億
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FANCLブランドを活⽤したコラボ商品等を発売。
独⾃素材を活かしたサプリメントを発売し、市場ニーズに即した商品を展開。

2020年 2024年2022年
20億円以上

0億円
（先⾏投資）

100億円
19億円

125億円
25億円

キリン 売上収益
事業利益

ファンケルブランド・
ノウハウの活⽤

⾼齢者
健康ニーズ 筋⾁／⾻／⾎⾏／認知

ﾊﾟｰｿﾅﾗｲｽﾞﾄﾞ
健康提案

検査技術の活
⽤によるビジネ
ス展開強化

など

ファンケルブランド・ノウハウの活⽤
⻑く健康で
働くニーズ

⼥性特有
ニーズ

若年層ニーズ
(栄養対策
ニーズ含）

その他

主要ニーズ

• ⾻・関節
• 免疫
• ⾎⾏促進
• 認知機能

• ⽣活習慣病
• 整腸
• マルチバランス
• 筋⾁
• リラックス（睡眠など）

• ダイエット
• 美肌

• 滋養強壮
• 肝臓
• アイケア
• ホルモン

免疫

疲労回復や睡眠改善

集中⼒アップ

ニオイの軽減
• オーラル

現時点で想定している主要収益貢献商品

サプリメント

飲料（キリンビール）

飲料（キリンビバレッジ） サプリメント

サプリメント

サプリメント

サプリメント

①商品開発シナジー︓ロードマップ
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商品開発シナジーより⽣まれる新商品を、2020年秋以降に発売予定。

キリンビール キリンビバレッジ ファンケル
ノンアルコール飲料 FANCLブランド活⽤ キリンG開発素材活⽤

2020年秋〜

①商品開発シナジー︓2020年秋以降の商品開発事例
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キリングループ・ファンケル相互のチャネルを活⽤し、顧客接点を拡⼤。

B to Cの展開

キリンビバレッジ
「naturals」

B to Cの展開

宅配チャネル通販チャネル

2020年 2024年2022年
18億円
2億円

40億円
5億円

60億円
7億円

通販相互活⽤

②チャネルシナジー︓ロードマップ

キリン 売上収益
事業利益
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ファンケル店舗におけるキリングループ商品の展開や
通販チャネルの相互活⽤により顧客層及び売上を拡⼤。

<協和発酵バイオ通販
サイト閲覧数向上>
ファンケル通販サイトにて
広告展開し、協和発酵バイ
オ通販サイトに誘導を⾏う

<協和発酵バイオ通販
での販売商品増加>
ファンケルサプリメントを協和
発酵バイオの顧客層向けに
カスタマイズした商品の展開

300万⼈へのリーチ リピート率9割

顧客層

キリンにて
発⽣する

主な
シナジー

メインユーザー︓30代〜50代⼥性
アクティブユーザー数︓300万⼈
通販サプリ定期顧客率︓50％

メインユーザー︓60代以上男性
アクティブユーザー数︓24万⼈
通販定期顧客率︓90％以上

商品
ポートフォリオ

化粧品︓約150商品
サプリメント︓約110商品 約25商品

売上⾼ ファンケル化粧品︓567億円
サプリメント︓439億円（同上）

85億円

ファンケル、協和発酵バイオ共にデータは2019年3⽉現在

②チャネルシナジー︓両社の強み

+ 直営店舗
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ファンケルのプラットフォームやナレッジを活⽤し、既存のキリンヘルスサイエンス事業の媒体
費⽤を効率化。また、商品の組み合わせ販売により、⼀顧客当たりの媒体費⽤を削減。

FANCL
（2019年実績）

13％

40%
強

30%
未満

協和発酵バイオ+
キリンヘルスサイエンス事業

2019年 2024年

業界平均

ファンケル直販・通販を活⽤した
マーケティング効率化: 
協和発酵バイオの認知度を
マーケティング費⽤を抑制し向上
協和発酵バイオの商品ポートフォリ

オ拡充（SKU増加）: 
⼀顧客当たりの媒体費⽤を削減

商品満⾜度は⾼いものの:
認知度が低い:

新規顧客を対象に積極的な営業を実施
してきた

 1アクティブユーザー当たりの
広告費が割⾼:
SKUが少なく、組み合わせ販売が困難

売
上

に
占

め
る

媒
体

⽐
率

媒体費⽤が⾼い背景

FANCLと協働し削減10％

約20億円以上の
事業利益改善

③機能効率化シナジー︓媒体費⽤の効率化
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ファンケル社の製品化ノウハウを導⼊した協和発酵バイオ通販チャネル専⽤商品を、
ファンケルの新⼯場で製造予定（2021年以降発売）。

協和発酵バイオのNB商品を含めた、中⻑期的なコストシナジー検討を開始。

2021年春
三島⼯場稼働開始

2021年春以降
協和発酵バイオチャネル

専⽤商品発売

⽣産委託

商品供給

コストシナジー

③機能効率化シナジー︓⽣産インフラ活⽤
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相互のチャネルを活⽤し販売

×

キリン法⼈チャネルから送客︓2⽉

R&D成果創出
⾷領域での商品開発シナジー︓1⽉ スキンケア領域でのシナジー︓1⽉

結果は想定の
2倍の売上を達成。

送客した9割の
お客様が最近

FANCL未購⼊層

⼤好評につき、
グランドメニューへの
濃縮野菜の採⽤

決定︕

スピード感のあるアウトプットの実現①
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脳領域、免疫・腸内環境領域は、ファンケルとの共同研究を既に開始。
協和キリンとの共同研究により、潜在ポテンシャルが⾼い腎領域での市場創造へ。

スピード感のあるアウトプットの実現②



キリンホールディングスとの取り組み



ロードマップ

16

ファンケル単独：売上高 約130億円、営業利益 約20億円
シナジー効果
（2024年度）

2020年 2021年 2022年

化粧品

健康食品
（サプリ・飲料）

両社のブランドを活用したコラボ商品発売

独自素材を活かしたサプリメント発売

独自素材を活かした化粧品発売

共同研究 「生活習慣病」、「腸内環境」、 「化粧品の独自素材開発」など

商
品
開
発
シ
ナ
ジ
ー

調達見直し

通販の相互送客

チャネル・
インフラ
シナジー

生産・物流での協業など

©2020 FANCL CORPORATION All Rights Reserved

2023年 2024年暦年(1～12月)

両社の独自チャネル活用（ファンケル：直営店舗、キリン：自販機、宅配）



「健康」と「美」の関わり

17©2020 FANCL CORPORATION All Rights Reserved

健康食品と化粧品の一体開発により、研究資産を有効活用

健康食品の素材、研究・技術を化粧品に応用した事例

ビタミンB

疲労感の解消

ニキビ・皮脂の調整効果

男性用化粧品
「無添加 メン」

シリマリン

肝機能の改善

皮膚のターンオーバー促進
シワ予防

最高峰美容液
「ビューティコンセントレート」

レスベラトロール
（ビニフェリン）

長寿遺伝子の活性化

コラーゲン弾力性Up

最高峰エイジングケア
「BCライン」



真の「健康寿命の延伸」を実現

18©2020 FANCL CORPORATION All Rights Reserved

「健康」と「美」は表裏一体の関係。「真の健康寿命の延伸」を実現する唯一無二の存在

「真の健康」（QOL向上サイクル）

「狭義の健康」

健康数値が良い

「外形的な美しさの実現」

「自分への自信・
精神的充実」

「身体的充実」

「活動的になる」

真の「健康寿命の延伸」を実現

健康食品の役割

化粧品の役割 健やかで美しい「美肌寿命」の延伸

「健康寿命」の延伸



キリンの素材を活用した化粧品開発

19©2020 FANCL CORPORATION All Rights Reserved

キリンの食品分野で有する独自素材をファンケルが化粧品に応用

0

0.5

1

1.5

2

2.5

control 14‐DHE

ア
ル

ギ
ナ

ー
ゼ

活
性

比 ****:p<0.01 （VS 添加なし)

白麹菌に含まれる成分が
美肌機能に関わることを発見

白麹菌に含まれる成分(14-DHE)が、美肌機能
に関わるタンパク「アルギナーゼ 1」の
活性を高めることを発見。1月に特許を出願

アルギナーゼ 1の活性測定結果
（美肌タンパク質）

14-DHE
添加あり

添加なし

約10のプロジェクトを立ち上げ
化粧品素材としての効果を評価中

アンチエイジング化粧品に応用

熟成ホップ
エキス

発酵に使用されて
いる酵母

紅茶や緑茶に
含まれる成分

etc



協和キリンとのシナジー
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基礎研究 応⽤研究 商品開発 製造 販売
チャネル

シーズを中⼼とした基礎研究での機会創出

キリングループR&D部⾨の共同研究により、中⻑期な成⻑機会を創出。

機能性評価
マスキング技術

飲料開発
パッケージング

通販
B to B

創薬シーズ

⾼機能素材の探索

⽣産技術・⽣産管理

低コスト
発酵⽣産技術

⾷〜医に関するシーズ

医薬品のため対象外

マーケティング⼒
製剤技術 ブランド・卸流通

オンライン・店舗

共
同
研
究
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共同研究によるアウトプット 〜R&D資源結集による新製品開発（脳、免疫・腸、腎）

脳

免疫／
腸内環境

腎

2020-
24年市場規模

2024年度
以降強み

 エビデンスのある
⾷品素材

 エビデンス
 研究設備

 医薬品シェア
5割以上

 強固な
学会ネットワーク

商品展開

R&D

 アカデミアとのネット
ワークを活かした
最先端研究

 熟成ホップ、βラク
トリン、フェルラ酸

 キリンHD・
FANCL共同研究

 プラズマ乳酸菌、
KW乳酸菌

 マイクロバイオーム

 キリンHD・協和キ
リン共同研究

 慢性腎臓病予防

キリンHD、
FANCLでの
機能性表⽰
⾷品販売

THORNEと
の協業

（GutBio
腸内細菌）

脳の
健康ビジネス
（外部活⽤）

プロバイオ
ティクス／スキ
ンバイオーム
商品販売

ライセンス
商品導⼊／
機能性表⽰
⾷品販売

24年度
事業利益

10億円

5億円

1­3億円
（27年以降）

医領域・⾷領域の研究を組み合わせ、新たなイノベーションを起こす。
協和キリン、キリンHDの強み、市場成⻑性を考慮し、

「脳」 「免疫・腸内環境」 「腎」の3領域に注⼒。

 脳︓
1,043億円

 65歳以上
5⼈に1⼈が
認知症

 免疫︓
1,782億円

 整腸︓
4,126億円

 ⽣活習慣病︓
10,301億円

 慢性腎臓病
1,300万⼈
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DX共同推進及びCVC活⽤による新規事業創出
未病ケア・先制医療予防、個別化、全世代における個⼈のライフデザインといった

次世型ヘルスケアにグループをあげて取り組む。
① FANCLが2020年にスタートした個別化事業に、THORNE等での取り組み内容を融合
② 顧客データ活⽤による事業貢献に向け、デジタルトランスフォーメーション（DX）を共同推進
③ 新規事業創出に向けて必要なアセットをコーポレート・ベンチャー・キャピタル投資（CVC）も含めて獲得

ヘルスサイエンス領域 医領域
従来型健康事業（マス） 次世代ヘルスケア 次世代医療

個
別
化
⾼
度
デ
␗
タ

精
密
医
療
デ
␗
タ

DX共同推進/CVC投資
未充⾜ニーズを

ターゲットとする創薬シナジー創出

• 商品開発シナジー
• チャネルシナジー
• 機能効率化シナジー

• ⾼度医療
• デジタル治療
• ⾎液採取などによる

⽣体検査

先制医療・予防
個別化
個のライフデザイン

提供技術・サービス

• パーソナルサプリメント
• 検査キット
• 機能性⾷品 など
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協和キリン ー更なる成⻑に向かってー
キリングループにおけるシナジーの創出

24
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キリングループにおけるシナジーの創出 ー経営理念の共有ー

25

経営理念
に基づく

新薬開発

未病ケア・先制医療予防、個別化医療など、協和キリンは
キリングループが取り組む⼀歩進んだ切り⼝の次世型ヘルスケアに貢献していきます

キリングループは、⾃然と⼈を⾒つめるものづ
くりで、「⾷と健康」の新たなよろこびを広げ、

こころ豊かな社会の実現に貢献します

協和キリングループは、ライフサイエンスと
テクノロジーの進歩を追求し、

新しい価値の創造により、世界の⼈々の
健康と豊かさに貢献します

⼀つ進んだ「⾷と健康」のス
タイルから世界の⼈々の健
康・楽しさ・快適さへ貢献
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キリングループにおけるシナジーの創出 ー次世代型ヘルスケアへの貢献ー

ステージ

サービス

キリングループの研究開発

健康への貢献

予防 先制医療 医療

未病健康 疾病 予後/介護

新薬

診断薬機能性⾷品

予防のためのサービス

機能性⾷品

予後管理
サービス

予後管理

幅広い未充⾜ニーズ
のインプット

未充⾜なニーズへ
サービスの提供

Kyowa
Hakko

Bio
Kirin

Holdings
Kyowa
Kirin FANCL

26



© Kyowa Kirin Co., Ltd. 27

キリングループにおけるシナジーの創出

脳、腎、免疫・腸などをターゲットとした共同基礎研究

KKCの
CNS研究開発

ノウハウ
ホップ由来成分

パーキンソン病
⽇⽶欧で患者さん

200万⼈

アルツハイマー病
⽇⽶欧で患者さん

1,000万⼈

⼤きなアンメットニーズと市場機会

KKCの
腎研究開発

ノウハウ
機能性⾷品

慢性腎臓病
⽇本で患者さん

1,300万⼈
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キリングループにおけるシナジーの創出

脳、腎、免疫・腸などをターゲットとした共同基礎研究
• 2016年より、健康価値創出のきっかけ作りとしてKH/KKC/KHBで

定期的な研究所交流イベントの実施

• 個別契約のもとでプロジェクトへの落とし込みと、特許出願等も含めた
事業価値創造の取り組み
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機能性表⽰⾷品とは

⼀般⾷品 保健機能⾷品 医薬品/
医薬部外品

⾷品・健康⾷品 機能性表⽰⾷品 栄養機能⾷品 特定保健⽤⾷品
（トクホ） 薬

機能性の表⽰が
できない

機能性の表⽰が
できる

安全性・機能性に関する科学的根拠と
ブランドへの信頼が不可⽋

機能性表⽰⾷品の成⻑性トクホとは異なり、国が安全性と機能性の審査を
⾏わないため、事業者は⾃らの責任において、
臨床試験などによる科学的根拠を基に適正な
表⽰を⾏う必要がある。
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